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◉スイス・チューリッヒ在住
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スイス人と国際結婚し、現在
チューリッヒに住んでいます。今
年スイスと日本は国交樹立150
周年を迎えました。これを機に私
も、スイスの素晴らしい所を日本
に広められたらと思っています。

チューリッヒは、世界の金融セ
ンターとしての近代的な街と、10
世紀からの古きよき街並みが印
象的な旧市街が共存する都市で
す。13世紀からの家の骨格や壁
をうまく保存しながら、そこで現代
風の生活を営む人 が々います。

チューリッヒ市内には牛やヤギ
などの農場もあり、のどかで自然
環境の保全がされていますが、
交通網は発達しています。市内
からでも15分で丘、森、川、湖に
アクセスできます。そして、自然を
楽しむ施設も充実していて、川や
湖のほとりにはシャワーやロッ
カーが用意され、妊婦さんや赤
ちゃんも泳いでいます。森にはサ
イクリングコースや、夜でも走れる
コルクを敷いたジョギングコース

等があります。これは人々の健康
増進のために、保険会社や国が
お金を出しているとか。

また、市内から１時間半も足を
伸ばせば、3,000メートル級の山
まで行けます。今年7月、360度
周囲が見渡せる雪山へ、マウン
テンバイク＆キャンプに行ってき
ました。スイス人は、よく当たると
評判の天気予報を旅行当日の
朝に見て、その日の予定を決め
ます。私たちの７月の旅程も例外
なく、当日の朝に決めました。

日本の家族も仲良しですが、
スイスの家族はみんな遠くに離
れて暮らしているのに、毎週集ま
るほど仲良しです。また、大家族
なので毎月家族の誰かの誕生日
会をしています。夏のスイスは夜
の10時まで明るく、ビール、ワイ

「スイスを楽しむ術」を
追求します!

ン、グラッパ…と、とめどなく楽し
みます。

感心したのは、「1人1人の行
動が国のしくみ作りに結び付い
ている」というスイス人の意識の
高さです。選挙で自分の考えと合
致している候補者を探し出せる
インターネットのサイトがあったり、
10万人以上の署名があれば議
会の決議法案を提案や否決し
たりできます。

また、商品選びの際は、価格だ
けを基準にするのではなく、それぞ
れの商品の生産過程や生産者
の背景等も考慮して決めます。

スイスは日本と似ていると思っ
ていたのですが、住んでみると奥
が深いです。規制の多さや物価
の高さなどカルチャーショックもあ
りますが、そこらじゅうに生活を楽

しむ術がころがっています。これ
から、どんどんスイスの奥深さを
追及していくのが楽しみです。

是非皆さんにもアルプスの
少女ハイジの世界以外のス
イスも発見し堪能してもらえ
ればと思います。

（文・写真：綿本 結子さん）
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スイスの家族の誕生日会▶

チューリッヒの街並▶

季で3年目、川崎フロンターレに
欠かせないDF（ディフェンス）

の要であるジェシ選手。当初から家族
でブラジルから来日し、川崎市内で生
活しています。

川崎フロンターレでのプレーは？
チーム全体の人間関係がよくて、

いい雰囲気です。毎日の仕事（練習）
も楽しいし気持ちいい。

もちろん、優勝が全員の目標です。
特に等々力（ホームゲーム）では絶対
に負けたくない。私が今日本でプレー
できているのは、フロンターレ、サポー
タ―、皆さんのおかげ。だから今年、な
んとしても貢献したい。タイトルを取り
たい。恩返しだと思っています。

帰国中（2014年6月）、ＦＩＦＡ
ワールドカップブラジル大会が
開催されていましたが、ブラジル
の雰囲気はいかがでしたか。

盛り上がっていましたね。各地での
デモや治安などが心配されましたが、
開催中はとにかくブラジル人も皆「ブ
ラジルで開催できてうれしい、ようこ
そ！」という雰囲気でした。自国での
ワールドカップ開催中にブラジルで過
ごせたこと、世界中からたくさんの方
が来てブラジルを見てくれたことがう
れしかったですね。

息子さんは川崎市内の公立小
学校に行っているそうですね。

はい、妻と相談して公立小学校を
選びました。来日した時、息子（カイキ）
は6歳の遊び盛り。この、子どもにとっ
て一番素晴らしい時期に、たくさん友
達を作って、たくさん遊んでほしかった。
そして、私の大好きな日本の文化を学
んでほしかった。インターナショナルス
クールでは、言葉の心配はなくても、近
所の友だちと遊んだり、地域との交流
が難しいのではないかと思って。

今、カイキが近所の友だちと日本
語で楽しそうに遊んでいるのを見る
と、とてもうれしいし、誇りに思います。

日本、川崎での生活はいかがで
すか。

いいことばかり。悪いことはひとつ
もありません。日本にいて印象的なの
は、日本人の礼儀正しさや相手を敬う
気持ち、そして治安のよさ。ブラジルで
もこんな感じだといいなと思うことがよ
くあります。

川崎は楽しむところがたくさんあっ
て大好きです。私たち家族は母国か
ら離れていますが幸せです。いろんな
人にできるだけいっぱい楽しんで、川
崎を知ってほしいですね。

ジェシ選手のあたたかく真摯な姿
勢や言葉から、家族を大切に思う様
子や、川崎フロンターレの勝利に真剣
に挑んでいる様子が、通訳を介しても
強く伝わる取材でした。今後のご活
躍を心から期待し、応援しています。

（取材：編集ボランティア 河波大典）
（取材通訳：国際交流協会 中森ジュリア職員）
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ジェシ選手（本名：Jecimauro José Borges dos Santos）
ジェシマウロ ジョゼ ボルジェス ドス サントス
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